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【結果】喫煙者として 33名が参加し、16週間フォローアップできた 30名（男性 21名、女






コアスモーカー群では禁煙前に比し HVA と MHPG が有意に減少した（p=0.018, p=0.033）。
一方、寛解群では禁煙前後で変化はなかった。 
【考察】ハードコアスモーカー群では、禁煙前にノルアドレナリンが既に高いことから、
病態生理として、ニコチン刺激（喫煙行動）によってノルアドレナリンが放出されやすく、
より強くニコチンの影響を受けていると考えられた。また、禁煙によりニコチンが欠乏す
ると、カテコールアミンを補完するシステムがないためにカテコールアミンが減少して再
喫煙をせざるを得ない状況に陥ってしまうと考えられた。ニコチン受容体を介する禁煙補
助薬であるバレニクリンやニコチン代替薬は、ニコチン受容体を刺激することでドパミン
の放出を促す。一方、ニコチン受容体を介さない禁煙補助薬であるブプロピオンやノルト
リプチリンは、ドパミンやノルアドレナリンといったカテコールアミンを増大させて禁煙
継続に寄与することが生物学的観点から明らかになった。ハードコアスモーカーが禁煙す
る場合、カテコールアミンの低下を補完するために上記の禁煙補助薬を使用することが必
要であることが今回の結果から説明できる。禁煙治療において、これらの結果に基づくカ
テコールアミンの適切な補完を目的とした薬理学的な治療アプローチが重要である。 
 
